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趨 舶/s弧eWSis弧eWS_望且.甑もm且)といっ た 取 り 組 みのように､多くの大学で､大学院生を対象とし
た 様 府 な 試みが広まってきている｡
こ れ ま で の大学教育の改善は､ 現 職 の 大 学教員を対象とする活動が中心であり､長期的な視
点 に 立 ち ､ 大 学教員を準備しよ う と す る視点が存在しない (和賀､2003)という指摘や､これ













り肯 定 的 に 受け容れられた｡したがって､今年度も､基本的にこれまでと同じ枠組みで進める
ことにした｡




今回実施された講座-の最終的な参加者は 3且名 (男性 且冒名､女性 且趨名)であった｡理系
と文系に分けた上で､その内訳の詳細を表 且に示す｡なお､事前申込の段階では 36名 (男性
望乱名､女性 且5名)であった｡
責法会菩
京都大学百周年時計台記念館 望欝 (3分割された国際交流ホールの望部屋 と､小 ⑳中会議室を
3部屋使用した)
夢魔田費済
望タ000円 (ランチ ◎終了パーテ ィ代 を含む｡当日､受付で徴収).
音定=㍉二::i-ナ∴
資料 且を参照｡ミニ講義の内容は､資料 3を参照｡
一 息6 7 -
喪~≡i 轟卸せ:i･,:pF:I;:-･薄さ
理系 (且6名) 文系 組5名)































究に対する文化的背景が異なることを考慮し､理系と文系を分けて構成した｡しか し 馬 第 且回
と第 望回の事後アンケ- トの毎由記述で､文系と理系を混ぜてグル-プを構成 し て ほ し い とい
う意見が多かった｡そこで､本年度のグル- プ 構 成 は ､理系と文系を意図的に混 合 し た｡さら
に､同一研究科の参加者が 且つのグル-プに か た ま ら ないよ う に した ｡ 当 馴ま欠席者がいたた
め､ダル-プ 息が 且且名､グル-プ盟が9名 ､ グ ループ3が 温風 名 で あ っ た ｡各グル-プに､セ
































問盟の ｢大学での教育経験があるか?｣については､｢なし｣が 乱3人､｢TA｣が 且5人 (そ
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泉田環 修ま 限られた時間の車で､実りあるご講義等､有り難うご凱 噌 W=o
Å雷環 ＼修ま 楽しかったですO
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嚢 篠 講 座 鞠 ◎ 期 待 に 関 す る 由 疲 記 述 は 9名 車 望8名 が 回 答 ∋









































大学教育に関係あるすべてが集まって本音卜- タ が 出来たら良いと思います.そのために集まる人の立場の
違摘まあれど全員撃メ語で話しが出来たらと 思 い ま す o後は最初にアイスブレークゲームなんかが出来ると良
いのではないかと思いますo後はそれぞれの A が 独 自 の理想の教育について､さまざまな角度から切り込んで
行き､有意義な時間になれば良いと思います .
























































図頂 奉読座す≡封ず る満 足 度
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太陰環 修ま 難しいとは恩に噌 すが､もう少し討論69時間を頂けたらなという印象は受け薯』た｡
鹿野環 修ま 限られた時間の率で､実りあるご講義等､有り難うございました｡
泉℡環 修ま 楽しかったですo
泉噂環 博童 もう少し時間が農≪でもいい(ケ匡- 色､腹iも分目がm ものかナ管とも恩』もますo)


























研究科名 第且回 (望⑬⑬5年 ) 第望回 (望⑬⑳6年) 第3回 (望⑳⑬7年)
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次に､事後アンケー トの閉 息の満足度および閣盟の有意義度の評定値 を､年度ごとに､セッ
ションに分けてまとめたものを図5に示す (r全 体 ｣は満足度タ｢ダル-プ討論｣ ｢ミニ講 義 ｣｢ボ
ディ- ⑳ワ-夕｣はそれぞれの有意義度を表す )｡厳 密 には､満足度と有意義度 は同 じこ とを問
うているわけではないので鴨且つの図にまとめて しま うのは問題があるかもしれ ない が ､ 変 化
をわかり脅すくするため､ここではまとめた｡
満足度および有意義度の評定値を従属変数と して 句年度 3(望005年､盟の06年､望鍼冒年;被
験者閣)×セッション趨(ダル-プ討論､ミニ講 義 鴇ボディ- ⑳ワ-夕､全体;被験者内)の望
要因分散分析を行なったところ､年度の主効果 (F晦,83》…3◎88夕顔 ｡05):セッションの主効
六 :.二子､:三言･(･::-:‥･1:-;･I,/;.∴ 二二十 さて∵∴ ′∴ 三 二_'::三.IT=･,:.:三::L工 こ∴ ∴ 二tL:IH I:河 ､- ､:: 7 '-が.∴言71､癌 =,
た｡年度ごとにセッションの単純 主 効 果 の 検定と多重比較 (ライア ン 法 ) を 行ったところ､望005
年度で､ボディ- ⑳ワ-ク の 有 意 義 度 の み 有意に評定値が低かった｡また､セッションごとに
年度の単純主効果の検定 と 多 重 比 較 を 行 っ た ところ､ ミ ニ講義 の有意義度は､望鍼5年の方が
望00冒年より有意に評定値 が 高 か っ た ｡ こ の 結 果からもbボデ ィ- ◎ワ-夕の評価が高まってい
ることが示された｡









































































センター 『特色 GPシリーズ趨 大学院生のための大学教員準備プログラムの開発 一大学
教授法研修会の記録-』タPP｡6㌢冒望｡
河井正隆 (2000)｢大学院生の教員 トレーニングに関する事例的研究｣ 『大学教育学会誌』,
ゑ果 ･ち3-Ti二
吉良 直 (2005)｢アメリカのティーチング◎アシスタント制度と訓練 ◎養成の研究 一 北東部 5
大学でのインタビュー調査結果の比較考察-｣ 『大学教育学会誌』,27,88-9 6 ｡
北野秋男 (2003) ｢ティーチング ◎アシスタント (WA)制度の総合的研究 一全国の 22大
学に対するインタビュー調査の結果を中心に-｣ 『大学教育学会誌』,25,冒5-82｡
夏目達也 (2006)｢フランスにおける大学教員職-の準備教育制度 一高等教育教員入門教育セ
ンター (C瓦ES)における教育と学生の反応-｣ 名古屋大学高等教育研究センター 『特色
鎧Pシリー ズ 趨 大 学 院 生 のための大学教員準備プログラムの開発 一大学教授法研修会の
記録-』,pp｡5且-66｡
和賀 崇 (2003)｢アメリカの大学における大学教員準備プログラム ーフアカルテイ ◎ディベ
ロップメントとの関連に注目して-｣ 『大学教育学会誌』,25,83-89.
閑適報告
山田剛史 (望 0 06)｢大学院生のための教育実践講座 一大学でどう教えるか-｣『京都大学高等
教 育 叢 書 2 3 平成 且6年度採択特色 G厨報告書 ｢相互研修型 欝EBの組織化による教育改善
雲CIC i_i--2 :･.･35』,i:I.3_～:.｡13･=!-113'Tl'.
林 創 (200冒)｢大学院生のための教育実践講座 一大学でどう教えるか-｣『京都大学高等教
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挨 拶 ◎修嘗証授葛 京都大学理事 東山 紘窺
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閣丑 この講座のことをどのようにして知 りましたか? (あてはまるものの番号をすべて
○で囲んで下さい)
(丑指導教員から ② その他の教員から ③ 友人から ④ 大学のMPで
⑤ センターの錯節で ⑥ 掲示板で ⑦ その他 (
間2 大学での教育経験はありますか?ある方は行っている年数もお答え下さい｡ (あて
はまるものの番号をすべて○で囲んで下さい)
(む なし ② TA (約 年) ③ 非常勤講師 (約 年)
問3 大学教員になることをどの程度希望していますか｡ (あてはまるもの 且つに○をつ
けて下さい)




閤魂 どうして 勺 こ の 講 座 を受講しようと思 い ま し た か ?
閤5 三の講座にどんなことを期待 していまず か ?
一 二∴二三 -
ご協力ありがとうございました｡
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LJ･^;;!･.,幸 二 t,'1.I.::I-･;.:酢 9鍔男 購 fl'
i-.工 江 .;-I--I･率 段 階 一一耳 三千 長 殿 陪
･:} 第 -LI-･決 バ ビ .･-∵:;.37.---土 樽 軒
⑳ 東 学 紛 争 (頂96◎年 代 末 )
G .I-:ぎ 畏 段 階 尋 二呈ニ バ ｣ -骨 揖 較 陪
⑳ BB2 0 0 冒 卑 問 題 tp
- 東 学 全 A / 尭 量 退 職
⑳ dd2 0 0 6 年 問 題 CU
･-= ｢ゆ と り 教 育 .汗 学 力 低 下 .j世 代 草､沫 学ヾ
⑳ F乗 革 め 学 校 化 ｣
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三 =三 幸 三 三 ::-:葦 -:-壬 葦 二
‥∋ < 学 生 だ っ た 畠 分 > とは異 質 な学 生 に教 える
(○ 学 生 と C ･デ ィ ス コミュニケ --ション
凸





毒 ._-至 藩 華 重 責 と 墓 皇 室 蓋
er-専一-I-J果 1
⑳ 履 修 主 義 と 修 得 主 義
⑳ 履 修 主 義 - 履 修 す れ ば 課 程 を 修 了 したものと
み な す 考 え 方
ex) 糎 率 い 高 )
⑳ 修 得 主 義 - 課 程 の 内 容 を 修 得 した こ とで 課 程 を 修 了
し た も の と み な す 考 え 方
ex) 高 凍
‡一三 ≡ -,:_17-:t::=I等 享 ±二 三-1･-IA'_;丁,羊 毛 ~丁=
⑳学 生 の 声 を聴 ≪























垂 二重 皇軍 童 三重 草 書 主 義
･も璃 1-L一･･号-lq畏 望
??
??? ? ? ? ? ??????? ?
⑳ 消 費 者 顔 嚢 ヲ 署 -
L｡ 学 生 は ､塾 _塞_豊二 藍 基 を 選 択 し､,購 入 す る 適 意畳(あ
る い は 顧客)






I;-iT_;I-3<i-. も う こ-- -i,::-.i:夢二i_I,S真幸 ‡≡ァ =-;
o 製 品 メ タ プ ア ---.
L9 原 材 料 とL/C入学してきた学生は∴東学教育によ.3
て 加 工され ､付加価値をつけt{=社会に送 り出される
⑳ そ の製 品◎品質保証 もある摘 ま製品を作 り出すた
めの教育プE3グラムの品質保証が必要になる
e)()JABEE(日本技術者教育認定機構)
⑬ 製 品 メ タEi=J'予･f-･弓孟適 切 か 管
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≡ :-;- 享 誓 -:≡ 責 薫 :_<モ :義_-<=-
●●● 藩ヾtT●騎将●†:n惑Ll滞､囁.((鞄･
L8 ア -- Ej r-.- ロエ タ ス ポ - ぎ ヤ-(ea吋 eJt.gPOSL.!Fle)
⑳ 主 に 医 学 教 育
⑳ 見 学 初 期 に 臨 床 ◎場で体験実習
⑳ 創 成 科 目
⑳ 豊 学 教 育
⑳ 宅専門的な知識◎準備なkdQにも具体 的 な 目 標 ◎ は っ
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:"./ 講義型 講義塾 学生主導型
+: 'く/.kI:/差 受動的学習者 能動的学習者 能動的学習者
謂 無 育 育
也 (I 一望fl
一ヽ㌧. ･昌し 戸の ･小レポートを定期的に課す紙メディア 用いたハイパーカードの作成大福帳.何でも帳質問書 .授業通信授業リフレクションシート ･子生参画型授業KKJ実践tブシュケ.ネット相互集団教育力cscL環境
やスピード)午 .板書の仕方
a 冥 甘コンピュータやネット
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童潟フレキシビリティ 拍 セルフコントロー ル
監出典3/j､方直幸(2002)｢職業的レリバンス研究における大学教育｣『広島
大学大学院教育学研究科紀要,第3部,51,407-413.
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対話の能力(授業外) 2 .90(0.83) 棄妻≡ 対話の髄索(授業外) 3,02(0.78) ⊥
専門外にわたる幅広い教養(授業) 2.68 (0.70) 専 門 外 にわたる幅広 い 教 養 (授 業 外 ) ま.射 (甘閥) 盈
専門外にわたる幅広もも教養(授 業 外 ) 望.6堵 (0.80) )喜+.≡ 日本 語 で の 冒 頭 と筆 記 に よるコミュニ ケ -シ∃ン能 力 (没 業 熟 ) 望.冒5(0.冒8) A
日 本 語 で 命日頭と筆記によるヨ蓋且ニケ- 盟.53(0.79) 峯 専門分野で研究するた め 翰 基 礎 的 な 学 尭 望.73(0.65) A
シ ヨ ン 能 力 ( 授 業外) と技術(授業)
5 市 民 性 と 倫 理 的 責 任感(授業外) 2,卑9(0.87) 市民性と倫理的責任 感 (授 業 外 ) 2.72(0.8) ム
6 情 報 の 管 理 能 力 と 技 術(授業) 2.舶 (0.開) 軽 専門外にわたる幅広 』亀教 養 (授業) 2.7望(0,冒0)
7 専 門 分 野 で 研 究 す る ための基礎的な学索と 技 術 (授 業 ) 盟.鋼 (0.69) 情報碍管理能力と技 術 (授 業 外 ) 2.5冒(◎.83) Å
8 分 析 を 通 し で 碍 批 判 的 思考効(授業) 2.39(田.75) 垂ip喜;'妻 分析を通し竃釣批 判 的 思 考 尭 (授 業 ) 豊.5堵(◎諸5) 盈
9 外商語での E3頭と筆記によるコミュニケ- 2.33(0.冒9) 9 日本語での口頭 と筆 貰封ニよるコ告∴∴ケ- 2.堵8(軌8頂) Å
彰ヨン能 効 く授業) シヨン能力(授業 )
10 日本語での E3頭と筆記 によるコミュニケ-シヨン能 力(授 業) 2.32(◎.77) 10 分析を通し首府 批 判 的 思 考 劫 (授 業 外 ) 2.堵8(0.78). A
M 専門分野で研究するため釣基礎的な学力 2.3瑠(0.83) m 専門館野で研究 す る た め の 基 礎 的 な 学 劾 2.趨3 (駿.8吊 云ゝ
と技術 (授 業外) と技術(授業外)
12 情報の管理髄 索と技術(授業外) 2.31(0.77) 頂2 情報の管理能劫と 技 術 (授 業 ) 望.轟瑠(0.79)
頂3 分析を通 し等碍批判的思考力(授業外) 2.30(0.77) 頂3 将来の職業に専門 的 知 識 を 生 か す 応 済尭(授業) 2.3冒 (◎ ｡冒 0 ) 十
1尋 対話釣髄 索(授業) 2.2線(0.82) 14 将来碍職業に専門 的 知 識 を 生 か す 応 済劫(授業外) 盟.36(◎.85) 千
15 将来の職業に専門的知識を生かす応済 盟.23(0,73) 15 外国語での口頭と筆記によ る コ 等 ∴ ニケ- 2.28(◎｡85)
カ(授業) シヨン能jj(授業)
16 将来の職業に専門的知識を生かす応摘劫(授業外) 望｣了(甘丁9) 16 封言舌の能力(授業) 三言了牡的)
て7 市鹿性と倫理的責任感(授業) 宝.拍 (冒.潤) 17 市民性と倫理的責任感(授業) 2○瑠6(軌76)
瑠8 外国語での口頭と筆記によるコミュニケ- 招9(0.78) 18 外国語で粛u頭と筆記仁よ量二言ユニケ- 十が姓的j 土
シヨン能力(軽業外) 彰ヨ沙髄索(授業外)
頂9 起業家精神(授業外) 工弓了(乱79) 19 起業家精神(授業外) 頂.冒5(0.83)






由美子代表 平成 且6-且8年度科学研究費補助金研究基盤(盟)(⊥般)『大学にお ける学生の質
に関する国際比較研究一教育の質保証 ⑳向上の観点から-』(課題番号 且冒330且6駐 中間報
告書｡野p ｡ 且 4 -望6｡(望00冒年 3月)｡
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こ れ 以 下 の 設問に対してタ もっともあてはまるもの番号に且つだけ○をつけタカッコ内








三三■;ITl-1'=;:･Ri:ご ざ 箪 ･:;だ -:I-_ir∴
問2 下記の (i)～ (3)についてどの程度有意義であったか､お答え下さい｡
5｡非常に有意義だった 4｡まあまあ有意義だった 3｡どちらとも言えない
望｡あまり有意義ではなかった 且｡まったく有意義で はなかった
(i)グル- プ 討 論 ◎ ⑳⑳⑳◎⑳⑳◎⑳⑳◎ ⑳ ⑳ ⑳ ◎ ⑳ ⑳ ⑳ ◎ ⑳ 5 魂 3 2 且
(2)ミ ニ 講 義 ⑳ ⑳⑳◎⑳◎⑳⑳⑳◎⑳⑳⑳◎◎⑳⑳◎⑳⑳⑳◎5 4 3 2 且
I:三l･.ボデ/:,･一一･/-/･一･:.･ 二 .L･･ ･ ･､･-士 卒 ニ :,I. ニー_
問3 今後に向けて 改 善 し た 方 が い い と思われる点がありましたらち由由にお書き下さもヽ｡
ご協力ありがとうございました｡
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